
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先日、息子から相談されました。今度社内で昇級のプレゼンテーションがある

のだが、どの様に話をしたらいいかわからないと。私は一言だけ助言しました、

「最後は情熱だよ」と。実はこれは私の言葉ではなく、ある Media 関係の方から

お聞きしました。選挙の演説で、有権者に自分の気持ちを訴える。最後にもっとも

大切なのは「情熱」であると。  

私事ですが、2023 年は多くの講演を依頼されました。人の心を 1 時間も自分

に引き付けるのは難しい事です。あくびが出ちゃいます。私はプレゼンの前に必ず

行う儀式がありまして、座長から名前が呼ばれる直前まで何回も「情熱だ」と

つぶやきます。プレゼンの技術などは考えていません。私のつたないお話に 1 時間

もの人生を費やして頂くので、何かを持って帰っていただきたい。だから、全て

の情熱を傾けてお話しします。  

患者さんに手術の説明をする時も同じです。患者さんが私に信頼を置いて手術

を受けられるかは、私の言葉に情熱を感じるかどうかだと思います。情熱が響か

ないと、患者さんは他の先生を選ぶでしょう。「最後は、情熱」が、人を動かす

のです。  

むらまつ院長の医学ちょっと良い話コラム 

「最後は、情熱だ。」  

ある Media 関係の方より、人を動かす一言  

医師異動のお知らせ   入会（令和 6 年４月１日）  
 

【 常 勤 医 師 】  

内科  竹 元
たけもと

 裕 紀
ひ ろ き

 

 

外科  升 井
ま す い

 規
のり

晴
はる

 

 

整形外科 上 田
う え だ

 誠 也
ま さ や

 

 

皮膚科  須 田
す だ

 文
あや

 

 

泌尿器科 中 浜
なかはま

 雄
ゆう

 

 

産婦人科 松 尾
ま つ お

 美 結
み ゆ

 

【 非 常 勤 医 師 】  

内科  藤 本
ふじもと

 留 理 子
る り こ

 

 

内科  内 田
う ち だ

 正 宗
まさむね

 

 

小児科  久 保
く ぼ

 輝
ひな

太
た

 

 

小児科  古 田
ふ る た

 貴 士
た か し

 

 

泌尿器科 日 吉
ひ よ し

 浩
こう

一 朗
いちろう

 

 

放射線科 小 野
お の

 太
たい

輝
き

 

 


